
補正予算資料

(単位：千円）

区　分 補正予算前現在高 補正予算取崩し額 補正予算積立額 補正予算後現在高

財 政 調 整 基 金 518,288 △ 63,142 620,821 1,202,251

公共施設建設整備基金 13,839 13,839

駅 及 び 駅 周 辺 整 備
事 業 基 金 97,376 97,376

福 祉 基 金 62,656 62,656

天野教育文化事業基金 100,107 100,107

ふ る さ と 応 援 基 金 78,010 5,981 83,991

都 市 計 画 事 業 基 金 392,908 55,279 448,187

一 般 会 計 合 計 1,263,184 △ 63,142 682,081 2,008,407

国 民 健 康 保 険 事 業
財 政 調 整 基 金 0 0

介 護 給 付 準 備 基 金 895,911 47,748 943,659

特 別 会 計 合 計 895,911 0 47,748 943,659

合　計 2,159,095 △ 63,142 729,829 2,952,066

基金の運用状況表
令和２年８月２６日現在
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一般会計補正予算（第５号）資料 

児童福祉施設新型コロナウイルス感染症対策事業 
【児童課】 

 

款 ３ 民生費 項 ２ 児童福祉費 目 

１ 児童福祉総務費 

４ 子育て支援費 

５ 児童福祉施設費 

７ 児童館運営費 

大事業 
児童福祉事務費、子育て支援センター運営費、子育て支援活動費、ファミリー・

サポート・センター運営費、保育園運営費、児童館運営費 

                           （単位：千円） 

予 算 額 
財 源 内 訳 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 

56,480 
 

21,980 
 

34,500 
   

 
 

１ 目的 

  児童福祉施設に対し、新型コロナウイルス感染症対策として必要な経費等に対する支

援を行い、施設の感染症対応力を底上げしつつ、継続的なサービス提供が可能となるよ

う環境を整備する。 

  

２ 内容 

⑴ 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金対象施設 

ア 保育園１２施設（久地野保育園分園含む）、小規模保育事業所１１施設、家庭的

保育事業所１施設、幼保連携型認定こども園１施設 

イ 子育て支援センター５施設、ファミリー・サポート・センター１施設、病児保育

事業所１施設、児童館１０施設、児童クラブ１０施設（２３単位）、一時預かり事

業を実施する私立幼稚園４施設 

⑵ 子ども・子育て支援交付金対象施設 

  上記⑴イに該当する施設 

⑶ 補助金の額 

  上記⑴⑵の施設に対し、１施設（１単位）あたりそれぞれ５０万円を上限に補助 

⑷ 事業費内訳                         （単位：千円） 

事業名 内 訳 事業費 

[目 1 児童福祉総務費] 

児童福祉事務費 
補助金 11,500 

[目 4 子育て支援費] 

子育て支援セン ター運営費 
需用費（消耗品費）、備品購入費（施設用備品費）         4,400 

子育て支援活動費 需用費（活動材料費） 600 

ファミリー・サポー

ト・センター運営費 

需用費（消耗品費、医薬材料費） 

備品購入費（施設用備品費） 
1,000 

[目 5 児童福祉施設費] 

保育園運営費 

需用費（消耗品費、医薬材料費） 

備品購入費（施設用備品費） 
6,000 

[目 7 児童館運営費] 

児童館運営費 

需用費（消耗品費、医薬材料費） 

備品購入費（施設用備品費） 
32,980 

合  計 56,480 
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一般会計補正予算（第５号）資料 

一時預かり事業施設整備補助事業 
【児童課】 

 

款 ３ 民生費 項 ２ 児童福祉費 目 ９ 幼稚園費 

大事業 幼稚園振興費 

                           （単位：千円） 

予 算 額 
財 源 内 訳 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 

4,000 
 

1,333 
 

1,333 
   

1,334 
 

１ 目的 

  一時預かり事業（幼稚園型）を実施する私立幼稚園に対し、事業の円滑な実施を図る

ため、実施に必要な開設準備経費の一部を補助する。 

 

２ 内容 

 ⑴ 補助対象者 

   学校法人 栄和学園 

 ⑵ 補助金の額（上限額） 

   ４，０００千円 

⑶ 事業費内訳                         （単位：千円） 

区 分 内 訳 事業費 

補助金 
一時預かり事業（幼稚園型）施設整備費補助金 

・開設準備経費の一部補助 
4,000 

 

-3-



一般会計補正予算（第５号）資料 

県道名古屋外環状線等改良事業 
【清掃工場準備室】 

 

款 ４ 衛生費 項 ２ 清掃費 目 １ 清掃総務費 

大事業 清掃工場建設準備費 

                            （単位：千円） 

予 算 額 
財 源 内 訳 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 

20,000   
  20,000  

１ 目的 

  名古屋市収集車の退出に伴い地域の安心・安全の確保のため、交通の円滑化及び歩行

者保護の観点から、昨年度概成した交差点のコンパクト化等を行う。なお、名古屋市と

の協議の結果、本市が実施設計及び施工を行う。 

 

２ 内容  

 ⑴ 事業計画 

   令和２年１０月中旬 調査・設計 

   令和２年１２月中旬から令和３年２月下旬まで 施工 

   令和３年３月 県警による信号機設置 

⑵ 事業費内訳                         （単位：千円） 

区 分 内 容 事業費 

調査・設計 県警本部協議を踏まえ、工事発注図面を作成 5,000 

施工 交差点改良工事 一式 15,000 

合 計 20,000 
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一般会計補正予算（第５号）資料 

 

経済対策支援事業 
【商工農政課】 

 

款 ７ 商工費 項 １ 商工費 目 １ 商工総務費 

大事業 商工業事務費（経済対策支援事業） 

                           （単位：千円） 

予 算 額 
財 源 内 訳 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 

10,768     10,768 

１ 目的 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するための「新しい生活様式」が示され、

地元事業者は大きな転換期を迎えているなかで、北名古屋市商工会及び中小・小規模事

業者が行うサービスのデジタル化を促進することで、地域経済の活性化を図る北名古屋

市商工会の事業に対して補助金を交付する。 

 

２ 内容 

 ⑴ 対象団体 

   北名古屋市商工会 

 ⑵ 対象事業 

  ア デジタル基盤整備事業 

    商工会及び中小・小規模事業者のホームページやＳＮＳ等のデジタル基盤を整備

し、それを活用することで、飲食業者のテイクアウト・宅配情報等の地元情報発信

力を向上させる。 

  イ 新型コロナウイルス感染防止対策事業 

    各業種に定められたガイドラインに沿って感染防止対策を講じる事業所に対して、

「感染防止徹底宣言（仮）」のステッカー等を配布する。 

  ウ スタンプラリー事業 

    感染防止対策を講じている事業所に足を運んでもらうことで、新型コロナウイル

ス感染症対策への取組と商工会の地域経済活性化事業を広く周知する。 

 ⑶ 事業費内訳                         （単位：千円） 

主な業務内容 内 訳 事業費 

補助金 
報酬、需用費（消耗品費、印刷製本費）、

役務費（郵送料）等 
10,768 
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一般会計補正予算（第５号）資料 

「新しい生活様式」メッセージ発信事業 
【生涯学習課】 

 

款 １０ 教育費 項 ４ 社会教育費 目 ５ 歴史民俗資料館費 

大事業 歴史民俗資料館運営費 

                           （単位：千円） 

予 算 額 
財 源 内 訳 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 

4,081     4,081 

１ 目的 

 市民一人一人が新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するための「新しい生活

様式」について考え、「自分を守る・家族を守る・地域を守る」行動をとれるよう注意喚

起をする。また、地域回想法を用いて福祉、医療機関との連携を図ってきた歴史民俗資

料館が「第一回日本博物館協会賞」を受賞したことを共有する。 

 

２ 内容 

歴史民俗資料館は２０余年の「昭和日常博物館の取組み」と「回想法の博物館への普

及」が評価され、新設された「日本博物館協会賞」の第一回の受賞館に選定され、令和

２年１１月に授与される運びとなっている。 

折しも、新型コロナウイルスという外因によってこれまでの日常が過去のものとなり、

最新の「新しい生活様式」「新しい日常」といった言葉が台頭する時代となった。 

そこで、「新しい生活様式」を皆で考える機会となる特別展「（仮称）くらしの移り変

わりを知る collection３０」を開催し、この展示と連動して「新しい生活様式」のメッ

セージをより強く発信できるよう歴史民俗資料館の外観をデザインする。 

⑴ 事業内容 

 ア 歴史民俗資料館の建物の東玄関及び３階までの階段室のガラス面に「新しい生活

様式」に関連するラッピングを施し、広報・周知・共有を行う。 

 イ 歴史民俗資料館の建物前に自立式サインを設置し、メッセージを掲載する。 
 
⑵ 事業費内訳                         （単位：千円） 

主な業務内容 内 訳 事業費 

外観ラッピング事業 

委託料 

・外観ラッピング装飾施工 3,195千円 

・自立サイン作成及び設置  886千円 

4,081 

 ⑶ 事業計画 

   契約・発注 令和２年１０月下旬 

工事期間  令和２年１１月下旬から１２月上旬まで 
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